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論文
有機的構成の高度化と相対的
過剰人口の生産＊
佐 藤 真
1 序
1013 
人
マルクスは「資本論』で，資本制的蓄積に伴う相対的過剰人口（または産業
予備軍）の累進的生産を主張している％ ところが， その論証にはいくつかの． 
疑問点が挙げられてきた2)。 そして結局，有機的構成が十分高度化するならば
労働需要は絶対的に減少し，相対的過剰人口が累進的に生産されることが証明
されている3)。本稿の目的は，ある条件の下で有機的構成の高度化と労働需要
の関係を検討することである丸
2 問題
有機的構成が十分高度化するならば労働需要は絶対的に減少する。では有機
* I日稿「相対的過剰人口の累進的生産の論証について」（『闊西大學経清論集』，第27巻，
第1号， 1977年4月）を撤回する。発展過程の持続性の検討が不十分であった。
1)『資本論」（大内・細川監訳「マルクス＝エンゲルス全集」第23巻，大月書店，1965年）
第1巻，第7篇，第23章，第4節。
2)たとえば，
「有機的構成の高度化は搾取率の上昇によって相殺されうるではないか」，
「有機的構成が高度化しても，資本蓄積率が非常に高いならば労働需要は絶対的に増
加するではないか」など。
3)置塩信雄「蓄積論」 268-72ページ（筑摩書房， 1976年），『マルクス経済学」 247-9
ページ（筑摩書房， 1977年）を参照。
4)相対的過剰人口の資本制再生産に対する機能，意義は扱わない。
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的構成は無条件に高度化しうるか。資本の耐用期間が物理的に 1期である場
合，または新技術が旧資本にも体化できるならば，有機的構成はいくらでも高
度化しうる。しかし，資本が耐久性をもち新技術は当該期間に蓄積される部分
にしか体化されない場合には，そう簡単ではない。これを説明しよう。新技術
の有機的構成がいかに高くても，労働需要が絶対的に減少するためには旧技術
の廃棄が必要である。そうでなければ，労働需要は資本蓄積に伴いいくらか追
加され，総量は必らず増加する。ところが有機的構成の高い新技術の導入が多
いほど，実質賃金率を抑制し，旧技術の廃棄を強制する力が弱められる。つま
り，有機的構成を高める要因（新技術の導入）が反対の効果をもっている。
このような場合に相対的過剰人口が生産される条件は何か。これが問題であ
る。
3 モデル5)
v期に導入された技術の t期での資本量を k(v,t)と書こう。 k(v,t)に配
置される労働量を n(v,t), k(v, t)とn(v,t)の結合による産出高を y(v,t) 
とする。
資本の物理的耐用期間は無限とすれば，
(1) k(v, t) =k(v, v). 
これを k(v)と書く。資本設備の性能も変わらないとすれば，
(2) n(v, t) =n(v, v) 
y(v, t) =y(v, v). 
これを，それぞれ n(v),y(v)と書く 6)0 
労働生産性は一定率 aで上昇しているとして，
(3) y(v) =an(v)ed,•, a, a>O, 
5)置塩信雄「技術進歩と廃棄過程」（『経済研究』， 第20巻， 第2号， 1969年4月）を参
照した。
6)資本家は，資本設備を稼働させるかぎり正常に稼働させることを前提。
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資本の技術的構成は一定率¢ で高度化しているとして
(4) k(v) =bn(v)か， b,P>O, 
とする”。
経済的耐用期間を 0と書けば， t期の産出高 Y,雇用量 N は，
t 
Y= y(v)dv, 
t-8 
(5) 
N=『n(v)dv
t-8 
である。
資本家の消費，労働者の貯蓄を捨象すると，商品市場の需給均衡は
(6) Y=R(t)N+k(t) 
で表わされる。 R(t)は， t期の実質賃金率， k(t)は t期の蓄積需要。
資本家は利潤がえられなくなった資本設備を廃棄するものとすると
(7) y(t-8)-R(t)n(t-8) =O 
が成立する8)。これで方程式は， (3),(4), (5), (6), (7), 未知数は， y,n, k, Y, 
N, R, 8である。蓄積需要 Kの動きを決めよう。これが一定率 gで変化しつ
づける経路を想定し，
(8) k(v) =k(O)e8", 
とする。これでモデルは完結した。
4 労働需要の変化
(5)に(4),(8)を代入して，
7) 1J期に導入された資本の価値総量は k(v)n(v) y(v) ，充用される労働の量は n(v)。 だ
から，資本の価値総蓋＋労働量は k(v)/y(v)である。本稿で有機的構成というのは
これである。重要なのは技術的構成ではなく，有機的構成であることは後にはっきり
する。この変化を示すのが P奎aである。
また，「労働生産性は一定率 d で上昇している」とは，ある期に導入された技術の労
働生産性が前期に比べて aだけ上昇しているという意味である。技術的構成の変化
についても同様。
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(9) 如 (g-叫1+ {j e<K-fl>0-1 }, gが，
をえる。ここで， /}=d0/dt,N=N/N.。 雇用量の動きを知るには，耐用期間(}
の動きを知る必要がある。 (6)に(3),(4), (5), (7), (8)を代入すると，
(10) 今 (m-/l)t{1-e<-g-m+fl)9 
e―,,o_ 6,-11一の+/J)9
g-8 }=1, b g+a-p 
g+a-P:f=O, g-/3:/=0, 
をえる。 (10)が 0の動きを決める。
Cl. a=fiならば， UO)より 0は一定である。 このとき， (9)より N奎0は
群包によって決まる9)。
a+fiのとき， 0,Nはどのように変化するだろうか。これをみるため， UO)に
関し，
Ul 
1-e<-g—'"+/3)8 
rp(o) = . -
e―m6 _6c-g-m-tJ)6 
g-P 
とすると，
<p(O) =O, 
<p'(0) =ae―a>9{ 
1-e← g+f3)9 
g-P }>o, 
U2l 
であることがわかる 10)。したがって， UO)より
U3) 食 9⇒0虹，
である。
CZ. (9), U3)より，
＾ a>P~g • N<O, 
a<t,;;;;g⇒ N>O, 
8) (7)は 0期前に溝入された資本の利洞がゼロであることを表わす。このとき， 総利潤
は最大である。
9)この場合の比較動学が，置塩信雄「技術進歩と廃棄過程」である。
10) CE!: P⇒ 1-e<-E+/3>9 E!: Q. またt2lより， rp(O)>o⇒ O>O. したがって,a=Pのとき
の 0の値は正であることがわかる。
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であることがわかる。というのは，
a>P>g, 
のとき， U3)より
b<O, 
である。したがって， (9)より
N<O, 
をえる叫 a<P<g,のときも同様にして N>O,をえる。
P=gの場合， (9)に代って
閥 N=o,
UO)に代って，
U5l が位一IJ)I{1-:-'"9 -(}e―. e}=l, 
が成立する。 U5)において，
cp(}) = 
とすると，
1-e _,.9 
(j, 
-ee ―. e 
rp(O) =O, rp'(8) =a(}e―a,8>0, 
である。したがってU3)が成立する。すると(9)より，上記の結論をえる。
屯 g>Pまたは a,g<Pの場合は， 0の動きをより詳しく知る必要がある。
そこで(10)を微分すると，
(16) ct-(i+ rp'(8)0 rp(J) =O, 
をえる。 US)を(9)へ代入すると，
閻 fl= (g-{l)e―.,9 <-(lt-l!)R al H _(-lt+fl)9¥ yr((}), 
11) g-ft<O, e<l-l>l6-l<O. 
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沢8)=ecg-a>-/3)0_a+/3戸+ g e<-g-a>+Me 
a g+a-/3 
＋ 
(/3-a)(g-/3) 
a(g+a-/3)' 
をえる。 U7lにおいて
U8l g~(i • 
(g-(i)e_.,e 
{eCK-/ll9 -1} {l-eC-K+/ll9} ミ〇
である 12)。したがって，村の符号を知るには少の符号を知ればよい。そのた
めに次の性質を利用する。
i/r(O) =O, 
(19) ,fr'(fJ) =e―“怜(fJ)'
</J(fJ)=(g-a—P)ec8-fl)O -geC-K+/J)9 +a+ {i.
¢ について，
¢(0) =O, 
(20)¢'(fJ) = (g-{i)<jJ(fJ)' 
<jJ(fJ) =(g-a―P)eCK-t,)o +ge<-K+fl)B. 
¢ について，
(21)¢(0) =2g-a―P, 
¢'(fJ) = (g-P) { (g-a―P)e<K-/ll o -ge<-K+/Jl o}. 
a+p A 
C3. a<P, — ~g<P • N>Oである。2 
というのは，このとき(21)より
<jJ(fJ)>O, 
である。 （図1参照）したがって'(20)より，
¢<0, 
である。したがって， (19)より
i/r(fJ)<O, 
12) g~p• e(B-/Jl9-1~0, 1-e(-H/J)O~o. 
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? ァ
?
図1
である。最後に， U8)を考慮するとU7)より
N>O, 
をえる。
a+p 
a>P, ~g>P の場合，平行的な推論により， N<O をえる。2 
C4. a<P, o<g< 
a+p 
2 の場合，訓より，
(22)¢(O)<O, ¢'(O)>O, 
(20)より，
(23) limゅ(0)=oo,
9→CX) 
である。 (2),(23)より，ある 8*>0が存在して，
(24) (}奎(}*⇒,fr(})奎0,
??
?
図2
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であることがわかる。 （図2参照）したがって'(24)より¢'について，
(25) f)奎{)*⇒が(8)奎0,
が成立する。他方， U9lより，
(26) Ji思¢(8)=-oo, 
である。 (25),(26)より，¢ について，ある o>o,が存在して，
切） 底蒻⇒r/J()奎〇，
となる。 （図3参照）したがって， U9)を考慮すると，
(28) ()奎6⇒,fr'()奎〇，
である。閻より，
??
?????
?? ?
図3
犀rc,)-1c!;l乞)ぐ <oif g>P-• 
-00 if g<か<a,
であるから，いずれにせよ，ある o>〇が存在して，
(29) 
(30) (}奎6⇒y(O)奎0,
である。 （図4参照） U'(), (30)より，
窪ガ ⇒応廻0,
をえる。ただし，この場合 0は増大しているので，結局 N>Oとなる。
g={i-<t, の場合， UO)に代り
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,fr 
?
-----+---------------------------,-----~ 
'-.. (/3-a)(g-/3) 
a(g+a-/3) 
図4
(31) 和“―fl)l(J+e―"':-1)=1, 
が成り立つ。 (31)より，
(32) ll= g(<t8+e―m9_1) <t(l-e―<≫9) 
をえる。 (32)を(9)へ代入すると，
(3l N= (/, (1-e-"'e)2 /(8), 
/(8) = -e-2"'8 + (2 +f)e―"'8 +go-JL-1 
(/, 
をえる。 Nの符号は fと同じである。 fの符号をしらべよう。 (3)より，
/(0) =O, 
(34) 
/'(8) =(1-e―"'6)(g-2ae―a,6), 
である。 g-2ae-m9に関して，
8=0⇒ g-2ae―m9=g-2a<O, 
・・g=fi-a< 
a+(i 
l g-2a={i-3a 2 
犀 g-2ae―mo=g>O,
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なる単調増加関数であるから，ある 8**>0が存在して，
(35) 
閲
0翠**¢:f箋 0,である。他方， (3)より，
lim /(8) =oo, 
°→OO 
である。 (35), (36)よりある ~>O が存在して，
這 B⇒埠 0,
をえる。 （図5参照）
?
?
図5
C5. a<fJ, g~O の場合, (21), (20), U9)より順に，
cp(o)<O, 
</J(o)>O, 
,fr(o)>O, 
が成立する。したがって(1)において， U8)を考慮すると
N<O 
をえる。
C6. a>fJ, g~a+/J の場合，順に
cp>O, 
¢>0, 
1fr>O, 
が成立し，間においてU8)を考慮すると，
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＾ N>O, 
をえる。
C7. a>fi, a+fi>g> 
a+fi 
2 
の場合(21)より，
(3り cp(O)>O,¢'(8)<0, 
である。他方(20)より，
(38) 犀 ¢(8)=-oo,
である。したがって， (3り'(38)より
(39) 8奎()*⇒,fr()季〇，
である。 （図6参照） U9lより，
??
?
図6
(40) lim¢(8) = -oo, 
8→OO 
であるから'(20)を考慮すると(39),(40)より，
(41) (}奎i⇒¢,(})奎0,
である。 （図3参照） U9), (41)より，
(42) 0奎6⇒,fr'(0)~0, 
である。他方U'()より，
(43) Jし恩 ,fr((})= CP-a)(g-P) a(g+a—P) <O, 
である。・(42),(43)より，
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(4) 庭蒻⇒,fr(O)奎0,
である。 （図7参照）闘，幽より(18)を考慮して
1r 
?
--__ , 文―-,.--------------(g-p)(p-a) 
a(g+a-PJ 
図1
度 6⇒凡郵0,
をえる。ただし，このとき 0は小さくなっているので，結局 N>Oとなる。
以上の結果をまとめると次のとおりである。
1. a>Pのとき
?
? |デ-I…la十fiI I -I +* I + I + 
2. a=fJのとき
ー ー ? ー?? a ?＋ 
3. P>aのとき
?
?
? |平|
+* I + I + 
＋＊：結局＋となる。
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5 結論
1. ある投資 k(t)の利潤率を，その投資が生むであろう利潤の系列を割引
いた現在価値を，その投資額に等しくするような割引率と定義すると，
(45) k(t) = r {y(t)-R(t+v)n(t)}e-'"dv 
における rがそれである。 (45)に(3),(4), (7), (8)を代入し計算すると，
（船） .!..e<← /3>'{ 1-e―r8 _戸—e-r8b r r-a }=l, 
をえる。 UOlと（船）を比較すると，
(47) r=g+a-/i, 
である。それゆえ r=g+a-fi<Oの場合，相対的過剰人口の生産を問題にす
る意味はないだろう。
2. a~fiにかかわらず， gが十分大ならば雇用量は増加する。 これはそん
なに奇妙ではない。 Pが aに比してより大なる場合の方が，相対的過剰人口
は生産されにくい。これは少し奇妙である。その原因は，資本の経済的耐用期
間が長くなることである。
3. g+a-{i~O であっても， a>fi であって'()が小さくなってゆく発展過
程は大量の劣等資本没落のゆえに持続不可能である 13)。
4. 同様に， g+a-fi>Oであっても， fi>aで'()が大きくなってゆく過
程も次のような理由で持続不可能である。 UO)が維持されるには 'P(8)→00 (()→ 
00 のとき）でなければならない。ところがそれは g+a-fi~O のときのみ可能
なのである。実際 g+a-fi>Oのとき｝栂i'P(8)= 1 g+a-fi である 14)0
13) a>fJのとき，商品市場の均衡が維持されるためにはUOlより <p(O)→0でなければな
らない。このとき 0は単に小さくなるだけではなく 0→0でなければならない。
14) 8の増大にもかかわらず，いずれ商品市場で超過需要が生じざるをえないのである。
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5. g=fi-a>O (r=O)のとき，有機的構成の高度化にもかかわらず， 資本
廃棄を強制する圧力が弱くなり，労働需要が増加してゆく。
1978年6月
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